
表
紙
に
つ
い
て
補
足
説
明

安

部

茂

量
を
し
て
い
る
。
私
達
技
術
者
は
測
点
召
鰐
．
ｚ
○
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ナ
ン
バ
ー
）

を
二
十
ｍ
で
取
る
が
、
こ
こ
で
は
三
十
尺
を
一
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。

ま
と
め
と
し
て
、
龍
王
測
～
鶴
田
（
国
道
二
一
○
号
線
）
ま
で

総
延
長
一
、
一
一
五
間
八
分
（
約
二
、
○
九
二
ｍ
）

高
低
差
九
尺
九
寸
六
分
五
厘
（
Ｈ
Ⅱ
二
・
九
九
ｍ
）

勾
配
○
・
○
○
一
四
三
抑
一
／
七
○
○
で
あ
る
。

④
初
瀬
観
音
淵
と
取
水
堰

長
宝
水
の
未
流
を
（
榛
木
山
神
社
近
く
で
）
受
け
止
め
る
位
置
で
す
。

⑤
も
ち
土
手
平
面
図

上
流
側
の
盛
土
は
少
な
く
、
地
山
も
あ
り
下
流
側
は
土
を
多
く
盛
る
事
に
よ

り
、
反
力
と
し
て
、
上
流
の
土
圧
に
対
し
て
抵
抗
す
る
事
が
出
来
、
盛
土
に
管

理
道
を
造
り
、
人
に
よ
っ
て
転
圧
が
出
来
る
。
徳
川
吉
宗
公
が
桜
を
植
樹
、
桜

堤
と
し
て
土
手
を
固
め
た
、
そ
し
て
川
岸
に
は
柳
を
植
え
て
河
岸
の
洗
掘
を
防

ぎ
、
保
全
管
理
が
出
来
た
と
言
う
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
本
の
お
名
前
！
桜
と
柳
よ

り
）

い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
何
回
も
土
手
が
流
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

8０

表
紙
の
二
宮
会
長
撮
影
写
真
は
、
初
瀬
井
路
土
地
改
良
区
が
管
理
を
し
て
い

る
新
井
路
又
は
補
水
線
で
あ
る
が
現
在
は
、
ほ
ぼ
新
井
路
と
呼
ぶ
。
元
禄
七
年

そ
す
い

（
一
六
九
四
年
）
一
月
一
一
十
四
日
着
工
、
一
一
月
二
十
八
日
完
成
。
同
日
疎
水
式

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
は
県
立
図
書
館
先
哲
史
料
館
の
府
内
藩
日
記
が
あ
る

の
で
、
古
文
書
が
読
め
な
い
が
大
筋
を
掴
み
た
い
。

資
料
説
明

①
渦
河
原
取
入
口
空
撮

②
初
瀬
井
路
測
量
図
見
出
し
明
治
二
十
一
年

③
水
路
開
理
実
測
図
明
治
二
十
九
年
図

せ
き

④
初
瀬
観
音
淵
と
取
水
堰
明
治
二
十
一
年

⑤
も
ち
土
手
平
面
図
明
治
二
十
一
年

さ
て
、
①
空
撮
で
す
が
山
王
川
の
東
南
方
向
は
、
小
字
貴
船
で
す
と
貴
船
自

動
車
の
佐
藤
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
。
貴
船
神
社
は
祈
雨
の
神
と
し
て
祭
神
「
高

罷
神
」
（
た
か
お
か
み
の
か
み
）
中
尾
に
土
地
改
良
区
事
務
所
に
隣
接
す
る
七

ま
つ

所
は
、
六
所
社
と
し
て
、
長
い
石
段
を
登
っ
た
所
に
記
っ
て
い
る
。
賀
来
地
区

の
人
達
が
水
の
恩
と
し
て
尊
崇
し
て
来
ま
し
た
。
現
在
渦
河
原
取
入
口
は
国
道

二
一
○
号
線
白
頭
山
よ
り
降
り
て
行
き
ま
す
。
当
初
新
井
路
の
取
入
口
は
、
旧

消
防
署
横
、
茶
園
畑
荒
手
（
放
水
門
）
渦
河
原
よ
り
七
○
○
ｍ
上
流
の
龍
王
測
、

川
幅
は
十
六
間
、
深
さ
は
十
八
尺
、
明
治
二
十
九
年
三
月
二
十
九
日
に
深
浅
測



②初瀬井路測量図見出し明治21年 ①渦河原取入口空撮
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③水路開些実測図明治29年
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④観音淵と取水堰明治21年

⑤もち土手

』
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観音淵と取水堰明治２１年測量④

⑤
も
ち
土
手
明
治
２
１
年
測
量


